
３者の巧みな連係による人命救助で感謝状授与   平成 23年 12月 26日 

 

十日町市内の飲食店で 67歳の男性が急に倒れ、家族である本柳学さん（市内松代・団体職

員・38歳）、本柳さんの知人の村山達也さん（市内松代・会社役員・42歳）、株式会社テレ

コムベイシスドコモショップ十日町店（山口恵美店長）の３者が十日町地域メディカルコ

ントロール協議会（十日町地域MC協議会・池田透会長）より感謝状を贈呈されました。 

 

 

 家族とともに来店した本柳学さんは、飲食店内で倒れた家族の心肺停止状態に気付き、

応急手当に着手。偶然居合わせた知人の村山達也さんに 119番通報依頼しました。 

村山さんは同店に AEDがないことを知ると、約 100ｍ離れたドコモショップ十日町店に

AED が設置してあることを思い出し、自ら走って取りに行きました。同店では店員の福崎

優さんが、即座に AEDを貸し出して対応していただきました。現場に戻った村山さんは本

柳さんによる心肺蘇生法と並行して AEDを準備、除細動に協力しています。 

 通報から 7 分後、救急隊が到着するまで蘇生法を実施、救急隊により２回目の除細動が

行われ、市内の病院から中核病院の救命センターへ転院搬送、現在は会話及び歩行も可能

となり経過は良好となっているそうです。 

 

＊ドコモショップ十日町店様には、趣旨をご理解いただき、すぐに十日町地域 MC 協議会

の救命サポート事業所に参加いただいております。 

（一部、地元広報誌記事） 


